
２　個別事業評価調書

事業期間

総事業費 280,000千円 本年度事業費 37,125千円 交付金交付額 18,562千円

1 府と市町村等との連携に資する成果

2 住民の自治意識を高める成果

3 リーディング・モデル成果

4 広域的波及成果

5 行財政改革に資する成果

6 その他の成果

（記載要領)
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団体名：京丹後市

学びの情報化推進事業

　合併後の市内各小学校、中学校における情報化の整備は格差が生じており、パソコンの配置不足、校内
LANのハードウエア・教職員のITインフラ整備も遅れている。そうしたなか、ホームページを利用した学校案内
等情報提供の要求も多い。こうした住民ニーズに対応し、学校（授業）の情報化、ランニングコストを意識した
事務改善を実施した。
　○学校情報化推進事業
　　　コンピューター教室のパソコン等更新
　　　情報化教育実践研究用パソコンの配置
　　　インターネット利用時の有害情報防止システム導入
　　　LANシステム保守料他

平成19年度～22年度

事業の有効性

事業の必要性

事業の効率性

　１　事業ごとに本様式を作成すること。
　２　「具体的な成果」欄については、できる限り客観的な数値を掲げて具体的に記載すること。

　教育委員会4課から横断的構成で教育等の情報化推進本部を設置し、「京丹後市情報化推進本部」（市ブ
ロードバンドネットワーク整備事業）と連携を図りながら、推進施策の検討と実践を行った。

具体的な成果

　計画的な情報化の整備は、学校間・施設間の制限を超え、さまざまな利活用が可能となり、次代を担う子ど
もたちの情報モラル教育の育成、情報共有など、効率的で効果的な基盤が整う。

　学校間を超えたホームページ運営研究や情報の共有化、授業における積極的なパソコンの活用を図ること
が可能となる。

　合併後の各学校間における情報化整備の格差を埋めることができる。



２　個別事業評価調書

事業期間

総事業費 43,000千円 本年度事業費 16,558千円 交付金交付額 8,279千円

1 府と市町村等との連携に資する成果

2 住民の自治意識を高める成果

3 リーディング・モデル成果

4 広域的波及成果

5 行財政改革に資する成果

6 その他の成果

（記載要領)

　生涯学習活動の拠点となる施設整備は、身近な地域でだれもがいつでも学べる環境づくりに必要である。
また、体育館は広域避難所でもあるため、その機能を有する施設改修は防災上も必要である。

　教育施設としてだけではなく地域コミュニティの場でもある体育館を改修することは、社会教育活動を活発
化することができるとともに、防災施設として安全な避難施設を確保することにもつながる。
　また、老朽化した遊具を新設することにより、事故の未然防止を図ることができる。

　教育目的だけでなく、多目的機能を有する体育館を改修することは、費用対効果の面からも有用である。

　老朽化等で危険度の高い遊具を放置せず撤去することで安全確保を図り、使用頻度の高い幼稚園から計
画的に遊具を設置した。

　１　事業ごとに本様式を作成すること。
　２　「具体的な成果」欄については、できる限り客観的な数値を掲げて具体的に記載すること。

具体的な成果
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団体名：京丹後市

教育環境づくり事業

　市域には31小学校、9中学校、2幼稚園の施設を有し、他の市町と比べると突出した施設数であり、老朽化
も相当進んでいる状況である。学校施設は教育目的として整備されているが、他方では地域や地区公民館
等が利用する社会教育施設として、また災害時には広域避難施設としての役割を担う施設でもあることか
ら、計画的に改修等の整備を図り、利便性を高める。
　また、近年老朽化等により事故の多発する遊具について、専門業者による遊具点検をおこなった結果、危
険な遊具が指摘されたため撤去し、併せて教育施設運営上支障をきたさないよう遊具を新設した。
　○弥栄中学校体育館屋根改修事業
　　　昭和58年３月に建設された弥栄中学校体育館は老朽化が著しく、特に屋根は以前から小修繕を繰り返
　　　しているが雨漏りがひどい。このため、教育活動並びに社会教育施設、また広域避難所としての機能を
　　　保持するため改修を行った。
　○峰山幼稚園遊具新設事業
　　　昭和44年に建設された峰山幼稚園内に設置している遊具は老朽化が著しく、危険であるため撤去し、
　　　新設した。

平成19年度～21年度

事業の有効性

事業の必要性

事業の効率性




